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講話会開催報告講話会開催報告
　９月17日（火）午前10時から三郷市健康福祉会館会議室で安全講話会を開催しました。今年は
会員、役職員合わせて33名が出席しました。
　開会に先立ち、秋田専務理事兼事務局長から、三郷市が「命を守るための緊急メッセージ」を発
出し、市内で交通事故が多発している現状を説明され、就業先との往復には十分注意するよう呼び
かけがありました。また、当初予定していた吉川警察署による高齢者の交通安全についての講演は、
市内での交通事故多発等の諸事情により中止になったことを説明しました。
　主催した安全・適正就業委員会の宮田委員の開会あいさつに続き、初めての試みであるフレイル
予防事業「働くシニアのための就業安全評価」を行いました。埼玉県シルバー人材センター連合が
主催した「体力測定員養成研修」に参加し、測定員認定証の資格を有した会員６名が主体となり、
高齢者の就労が増加する一方で転倒や墜落・転落といった事故が増えており、それらを誘発する要
因が多ければ多いほど事故率が高いことなどの説明がありました。その後、就業安全評価を行うた
め、ステップテストというステップ台に足を上げ下げして敏捷性を評価する運動を実施しました。
思った以上に足が上がらずにステップ台につまづく会員が見受けられましたが、多くの出席者が転
倒のリスクについて確認することができました。
　続いて、三郷市いきいき健康部健康推進課の小野木保健師から「すこやかみさと健康体操」を紹
介していただきました。すこやかみさと健康体操は、三郷市民の歌「若い三郷」の軽やかなリズム
に合わせて、口ずさみながら気軽に体操ができる「市民の体操」です。普及スタッフ４名による指
導の下、出席者一同で体験し、体を温める効果を実感し、怪我やコモティブシンドローム（運動器
の障害のために移動機能の低下をきたした状態）を予防する効果を確認しました。
　最後に、安全・適正就業委員会の大木副委員長から閉会のあいさつがあり、午前11時38分に終
了しました。

交通安全の呼びかけを行う交通安全の呼びかけを行う
秋田専務理事兼事務局長秋田専務理事兼事務局長 開会あいさつをする宮田委員開会あいさつをする宮田委員 ステップテストを行う出席者ステップテストを行う出席者

すこやかみさと健康体操の説明を行うすこやかみさと健康体操の説明を行う
小野木保健師小野木保健師 すこやかみさと健康体操を体験中すこやかみさと健康体操を体験中

閉会あいさつをする閉会あいさつをする
大木副委員長大木副委員長

− 2−



令和６年度　安全令和６年度　安全
安
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話
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し
て

安
全
講
話
会
に
参
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し
て

就業安全評価の進行をする田口会員就業安全評価の進行をする田口会員 ステップテストの説明を行う測定員たちステップテストの説明を行う測定員たち
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Ｎ
Ｇ
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あ
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。
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２
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体
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。
ま
さ
に
転

ば
ぬ
先
の
杖
づ
く
り
で
す
ね
。
役

立
つ
講
話
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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。
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③
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。
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ど
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、
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。
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。
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励
ま
し
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う
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必
要
で
す
。
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今
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、
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催
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い
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し
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今
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。

体
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し
て

田
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会
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フレイル予防サポーター募集フレイル予防サポーター募集フレイル予防サポーター募集フレイル予防サポーター募集
　フレイル（加齢に伴う運動・認知機能の低下状態）を予防するため、今後予定しておりますフレイル予防
教室の担い手であるサポーターを募集いたします。フレイル予防教室を利用することで、筋力、バランス力、
注意力などの回復が期待できます。教室の運営にはサポーターの協力が欠かせません。興味のあるかたはお
気軽にセンターにお問い合わせください。
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安全就業のお願い
　８月から10月までに傷害事故が２件発生しています。いずれも就業先から自宅までの往復途上
に発生しています。交通ルールを守ることはもちろんですが、事故に巻き込まれないよう周囲の
状況に気を配り、転倒しないように体力維持を心がけてください。また、掲載しておりませんが、
派遣業務中の労災事故が４月から９月までに６件発生しており、センター全体では13件の事故が
発生しています。これ以上事故を起こさないよう、安全を最優先に、無理せず就業しましょう。

令和６年度事故報告（８～10月）
●傷害事故２件

発生日 作業 状況 原因 対策

８月２日 就業途上
自転車を押して横断歩道
を渡っている時に右折し
てきた車と衝突した。

自動車運転者の前
方不注意。

信号が青のときでも
すぐに渡らず、左右
を確かめて安全を確
認する。

８月12日 就業途上
歩道上を歩行中に左足が
つまずき転倒し、顔面を
地面に打ち付ける。

運動不足や加齢に
よる運動能力・平衡
感覚の低下や老眼
や白内障などで足
元が見えにくかっ
た。

体の負担のない体操
などで体力づくりを
行う。眼科に行き見
えにくい状態を改善
する。

〒341-0041　三郷市花和田638-1　FAX：048-952-0949　E-Mail：misato@sjc.ne.jp

令和７年度安全標語及び接遇標語を募集します令和７年度安全標語及び接遇標語を募集します令和７年度安全標語及び接遇標語を募集します令和７年度安全標語及び接遇標語を募集します

【応募資格】三郷市シルバー人材センターに登録済みの会員
【応募要領】応募作品は未発表のもの、各部門ひとり２首まで
【応募方法】会員番号と氏名を明記の上、郵送、FAX、E-Mailでご応募ください。
【宛　　先】三郷市シルバー人材センター　請負係　中島

　安全就業の推進、事故防止の啓発、安全意識の高揚を図るための安全標語、及び会員の一人ひとりの接遇
意識の向上を目的とした接遇標語を募集します。接遇標語は初めての試みになります。以下のような作品例
を参考にしてください。
　（接遇標語作品例１：あいさつで　笑顔のバトン　繋げよう）
　（接遇標語作品例２：その人の　心を照らす　一言を）
　応募作品は、安全・適正就業委員会で選考し、入賞者には表彰及び記念品の贈呈をいたします。
　皆様の力作をお待ちしております。
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　センターでは毎月 1 回、安全・適正就業推進委員会委員、専務理事兼事務局長、請負係・派遣係
の職員の 3 名で就業現場を訪問しています。7 月から 9 月までに下記の現場を訪問しました。

　10月 3 日（木）9 時30分から11時30分まで三郷市健康福祉会館 5 階501．502会議室で清掃作
業講習会を行いました。
　市村理事が開会のあいさつを行い、講師の響

ひび
城
き

　れい様より自己紹介をいただきました。
　講習会ではテキストを使用しながら同時に動画を視聴しました。
　清掃は、「終わりがない・お金がない・評価がない」といった三重苦と言われているというお話が
あり、シルバー会員の仕事の仕方を教えていただきました。
　途中、ワークで、隣の人とペアとなり“相手をとにかく褒める”や“全員で埃

ほこり
がたまりそうな場

所を探す”などを行うと、最初は緊張で表情が硬かった会員の方々も次第に楽しそうな笑顔に変化
していく様子が見受けられました。
　最後に、秋田専務理事兼事務局長が閉会挨拶を行い、全員で写真撮影を行いました。
　会員の皆様からは、今までの清掃の概念が変わった、参加してよかった等の感想が寄せられました。

就業現場訪問実施報告就業現場訪問実施報告

令和６年度清掃作業講習会開催報告令和６年度清掃作業講習会開催報告

訪問日 訪問先 作業内容

７月29日（月）
ふれあいパーク 日常清掃業務

民間企業 側溝清掃

８月６日（火）

イトーヨーカドー
三郷店 青果部門

交通事故現場
（彦野）

清掃業務
就業途上

交通事故現場
（中央）

派遣勤務
就業途上

９月５日（木）

転倒事故現場
（三郷）

清掃業務
就業途上

交通事故現場
（新和）

検品、包装、梱包
作業業務就業途上

三郷市役所 除草作業

７月　側溝清掃業務確認７月　側溝清掃業務確認

８月　交通事故現場確認８月　交通事故現場確認

９月　転倒事故現場確認９月　転倒事故現場確認

講師　響城 れい様講師　響城 れい様 講義を聞く会員の皆様講義を聞く会員の皆様
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職群班とは……会員の共働・共助を基本に連帯意識と親睦を基調とし、安全な
作業遂行を促進することを目的とした職種ごとの仕事別グループです。

仕事別グループ：手作り小物制作販売
職群：技能群　　職種：縫製作業

1 開催日　 2 開催場所　 3 内容

M
ミ
IS

サ
AT

ト
O F

フ ェ
ES

ス
T

タ
Aでキーホルダー作り

　８月17日（土）、18日（日）、ららぽーと新三郷で、三郷市のホストタウン交流先であるギリシャ共和国
の物産展が開催され、手芸の会の会員がクラフト体験コーナーで、ギリシャ共和国で親しまれている魔
よけのお守り「マティ」をモチーフとしたキーホルダー作りの補助作業を行いました。
　６人の会員が交替で、来店した市民の皆様に作り方を丁寧に説明しました。会員の皆さんは、「小さな
お子様が一生懸命制作し、完成した時の満面の笑顔を見ると喜びもひとしおです。」と話していました。

職群班の紹介職群班の紹介

地区懇談会開催報告地区懇談会開催報告

（VOL.（VOL.2828））

魔よけのお守り「マティ」魔よけのお守り「マティ」クラフト体験に参加する子どもたちクラフト体験に参加する子どもたち

　地域班長・副班長が主体となり、会員相互の親睦交流や連帯意識の高揚を図ることを目的として地区
懇談会を開催しました。各地区趣向を凝らした地域班活動を展開しました。

◯彦成地区
1  10月８日（火）10時から正午
2  三郷市立ピアラシティ交流センター
3  �埼玉県吉川警察署交通課交通総務係長 吉岡様並びに三郷市役所

市民生活部生活安全課主任安全教育指導員 横須賀様を講師に招
請し、「高齢者の交通事故防止」の講演会に続いて、意見交換を
行いました。

懇談会の様子懇談会の様子

◯東和東地区
1  10月12日（土）14時から16時
2  三郷市鷹野文化センター
3  �すこやかみさと健康体操で体を温め、ボッチャ競技を行いました。

昨年度に続いてのボッチャ競技で楽しく体を動かし、勝負の行方
に一喜一憂しました。 ジャックボール（目標球）の近くに！ジャックボール（目標球）の近くに！
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　フリーランス（会員も該当・法では特定受託事業者）が受託した業務に安定的に従事することができる環境を
整備するため、発注事業者等（法では特定業務委託事業者）にフリーランスへ就業条件等の明示を義務付ける等
の措置をとることにより、フリーランスを保護し適正な就業環境の整備を図ることを目的としています。

　発注者からの請負業務をセンターが会員へ委託しているため、センターは、特定業務委託事業者にあたり、業
務を請負う会員への就業条件等の明示の義務など法の適用を受けることとなります。

　センターでは、会員への就業条件等の明示を「会員Webサービス」（スマートフォンやパソコンで就業条件
等を確認できる仕組み）で行いますので、登録手続きが必要となります。
※登録ができなくても、お仕事や会員活動ができなくなることはありませんので、ご安心ください。
※登録手続きについては、個別に通知いたします。

　フリーランス法の趣旨や、会員がフリーランスであることを踏まえ、本来の発注者から会員への業務委託契約
となる契約方法への見直しを行います。
　新たな契約方法では、発注者、センター、及び会員による包括契約となりますが、契約の約款となる規約を定
め発注者とセンターとで契約を行います。
　会員は就業条件等に同意いただければ、契約したものとみなされ、お仕事が始められますので、今までと大き
く変わることはありません。

法律の目的法律の目的

シルバー人材センター請負事業における「フリーランス法」の適用シルバー人材センター請負事業における「フリーランス法」の適用

会員への影響会員への影響

今後の対応今後の対応

フリーランス法の施行とフリーランス法の施行と
シルバー人材センター請負事業への影響についてシルバー人材センター請負事業への影響について

フリーランス法の施行と
シルバー人材センター請負事業への影響について

請負契約

センター

発注者

センター

包括的契約

請負契約

センター

発注者

センター

請負契約

センター

センター

会員

センター

センター

会員

センター

発注者

会員

就業規約

全体統括、マッチング、
代理徴収など

契約方法の変更
現行の契約方法

契約方法の見直し
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★
配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

★
配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

10
月
分　
11
月
29
日（
金
）

11
月
分　
12
月
27
日（
金
）

12
月
分　
１
月
31
日（
金
）

　
配
分
金
明
細
書
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

速
や
か
に
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★★
就
業
報
告
書
は
記
入
と
提
出
を
し
っ
か
り
と

就
業
報
告
書
は
記
入
と
提
出
を
し
っ
か
り
と

　
就
業
報
告
書
は
、
黒
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
ま
た
は
サ
イ
ン�

ペ
ン
（
鉛
筆
は
不
可
）を
使
用
し
、
毎
月
締
め
日
に
は
、

そ
の
月
の
合
計
日
数
と
合
計
時
間
を
記
入
の
う
え
、
発
注

者
の
確
認
印
を
い
た
だ
き
、
３
日
以
内
に
事
務
局
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

★
就
業
案
内
は
お
仕
事
情
報
で
！

★
就
業
案
内
は
お
仕
事
情
報
で
！

　
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
仕
事
の
提
供
は
、
急
を
要
す
る

場
合
を
除
い
て
、
毎
月
20
日
発
行
の
お
仕
事
情
報
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
必
ず
メ
モ
を
持
参
し
て
、
お
近
く
の
施
設
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

【
お
仕
事
情
報
掲
示
場
所
】

　

東
和
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
、

高
州
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
高
州
地
区
体
育
館
、
ふ
れ
あ

い
の
郷
下
新
田
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
戸
ケ
崎
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
戸
ケ
崎
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
、
文
化
会

館
、
総
合
体
育
館
、
彦
成
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
彦
沢
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ピ
ア
ラ
シ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
、
瑞

沼
市
民
セ
ン
タ
ー
、
世
代
交
流
館
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
、
希

望
の
郷
交
流
セ
ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
事
務
局

※�

岩
野
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
岩
野
木
集
会
場
は
、
令

和
７
年
３
月
末
ま
で
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
掲
示
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

★★
Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
）の
送
信
に
つ
い
て

Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
）の
送
信
に
つ
い
て

　
Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
）、
セ
ン
タ
ー
か
ら
会
員

の
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
に
「
事
務
連
絡
、
緊
急
連
絡
、
就

業
募
集
等
」
の
お
知
ら
せ
を
送
信
し
ま
す
。

　
事
務
局
に
携
帯
電
話
番
号
を
お
伝
え
い
た
だ
い
て
い
な

い
か
た
は
、
携
帯
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

送
信
元
の
番
号
通
知
は
、

●�

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

ｄｏｃｏｍｏ
、
ａｕ
、
楽
天
モ
バ
イ
ル
を
お
持
ち
の

方
：
０
５
０（
５
４
９
１
）４
１
０
５

●�
Ｓｏ
ｆ
ｔ
Ｂａｎ
ｋ
、
Ｙ
！ｍｏ
ｂ
ｉ
ｌｅ
を
お
持
ち
の
方
：

２
４
２
２
４
４

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
す
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
信
に
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
携

帯
電
話
の
契
約
プ
ラ
ン（
無
料
通
信
分
が
全
く
無
い
場
合

な
ど
）に
よ
っ
て
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
本
文
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

一
部
キ
ャ
リ
ア（
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
、
Ｙ
！
ｍ
ｏ
ｂ

ｉ
ｌ
ｅ
、
楽
天
モ
バ
イ
ル
）や
機
種
に
よ
っ
て
は
返
信
が

で
き
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
返
信
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
不
明
な
点
は
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★★
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
貸
与
品
に
つ
い
て

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
貸
与
品
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
る
会
員
の
か
た
に
、
安
全

意
識
の
高
揚
と
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
、
帽
子

と
安
全
ベ
ス
ト
、
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
る
か
た
に
は
エ

プ
ロ
ン
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
で
な
い
か
た
は
、

事
務
局
業
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
就
業
時
以
外
の
着
用
は
控
え
、
退
会
時
に
は
必

ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

★★
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

　　
第第
4848
回
三
郷
市
商
工
ま
つ
り
へ
出
店
し
ま
す
！

回
三
郷
市
商
工
ま
つ
り
へ
出
店
し
ま
す
！

　
11
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
産
業
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４　
第
48
回
三
郷
市
商
工
ま
つ
り
へ
出
店
し
、

女
性
会
員
の
有
志
に
よ
る
「
手
芸
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
制

作
し
た
手
芸
作
品
を
販
売
し
ま
す
の
で
是
非
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

★
会
員
懇
親
会
の
開
催
に
つ
い
て

★
会
員
懇
親
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
地
域
班
班
長
の
代
表
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る
会
員
懇
親
会
を
、
令
和
7
年
２
月
4
日
（
火
）

正
午
か
ら
、
高
州
1
丁
目
の
美
加
和
で
開
催
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度（
令
和
2
年
1
月
）に
開
催
し
た
新
年
会
を

最
後
に
、
飲
食
を
伴
う
懇
親
会
の
開
催
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

★
時
間
外
緊
急
連
絡
先

★
時
間
外
緊
急
連
絡
先

　
事
務
局
業
務
時
間
外
で
緊
急
事
態（
事
故
・
ケ
ガ
等
）が

生
じ
た
場
合
は
、
左
記
の
携
帯
電
話
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎︎
０
８
０（
１
０
８
５
）７
０
０
８
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